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アジアのフリーメソジスト青年集会で 

ミヤンマーのためにお祈りをしました 

 7月に見学した墓地 
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「平和を祈り忍耐する」 

秋田郁美 

 「主の成し遂げられることを仰ぎ見よう。主はこの地を圧倒される。 

地の果てまで、戦いを断ち弓を砕き槍を折り、盾を焼き払われる。」詩篇 46：9，10 

 

ロシアによるウクライナへの軍事侵攻が始まってから半年以上が過ぎました。世界

中のクリスチャンが祈りをささげ続けているのに、戦争は長期化し、いつ終わるのか

分からない状況です。事態が長引くに連れて、私たちは神が沈黙しているかのように

思え、もどかしさを感じることがあります。 

また、ロシアもキリスト教国です。プーチン大統領もロシア正教の信者です。ロシ

ア正教の司祭の中には戦争反対を訴えた人たちもいたそうですが、ロシア正教会とプ

ーチン大統領の結びつきは強く、国民の大半もロシア正教の信仰に基づいた愛国心を

強く持っているということです。ですから、ロシア国民の多くは政府のプロパガンダ

によってこの軍事侵攻の正当性を信じているのでしょう。 

しかし、神の目にはこのことははっきりと悪であると映っています。イエスさまは

「剣をもとに収めなさい。剣を取るものはみな剣で滅びます。」（マタイ 26：52）とお

っしゃいました。神は孤児ややもめに目を留めて憐れまれるお方です。弱い人たちが

苦しむことを良しとするはずはありません。 

私たちはすぐに結果が出ることを期待します。一日も早く事態が解決することを求

めて祈っています。しかし神の時というものがあります。神さまは必ず正義をもって

この世界を裁かれます。今私たちに必要なのは忍耐と希望です。あきらめずに平和を

求めて祈り続けましょう。そして、苦しんでいる人たちに対して小さな働きでも何か

助けになることをしたいと思います。以前教会に来てくださったウクライナから避難

してきたご家族は今どうしているでしょうか。また連絡を取りたいと思います。これ

からも支援ができればと思います。 

「わたしの兄弟であるこの最も小さい者の一人にしたのは、わたしにしてくれたこ

となのである。」（マタイ 25：40） 

「願いと祈りと執り成しと感謝とをすべての人々のためにささげなさい。王たちや 

すべての高官のためにもささげなさい。」（Ⅰテモテ 2：1，2） 

月報「ぶどうの木」 
         2022 年 9 月号 

日本フリーメソジスト教団 

町田福音キリスト教会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

９月役員会決定事項 

・8月度の経常会計・基金会計・建造物会計が承認された。 

・教会墓地について、規約案を作って追加事項等を確認した。次回役員会で再度検討した上で 11月中

までに配布し、アンケートの形で意見を聞くことにする。 

・教会の看板もしくは十字架増設について、新たな業者にデザイン案と見積を依頼している。次回役員会

で検討する。 
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